




























































ンの価格は 45円前後、それに対してピアノは約 20倍の 1,000 円
程度が最低価格だった。当時の 1,000 円といえば、家が数件も建つ
ほどの大金で、オルガンですら高価な代物であるのに、ピアノなど
一般市民にとっては全く手が届くはずもない高嶺の花であった。
　当時の日本には西川や山葉をはじめとする、多くのピアノのパイ
オニアたちが存在し、技術競争を繰り広げた。それによって、わが
国のピアノ製作の水準は、非常に高まっていく。とくに 1920 年代
以降にはめざましい成長を遂げた。それに対してヨーロッパの楽器
生産は第一次世界大戦を境に、以降は下り坂傾向にあり、1930 年
代にはピアノはもはや、新しい技術を駆使した発展産業ではなくな
りつつあった。そして第二次世界対戦後には、それに代わって日本
のピアノ製造は、世界のトップクラスに躍り出ることになる。
　戦前における日本のピアノ普及は、当時の楽器販売商社の販売記
録による考察から、景気よりも、むしろ戦争やピアノ製造の技術的
革新によって左右されていたといえる。
　明治期に文明開化した日本も大正時代になるとやっと市民化が進
み、ピアノ文化を受け入れる素地が出来あがる。文明開化の最中、
西洋化への羨望はとても強く、多くの市民はピアノを手にすること
を夢見た。しかし当時の日本のピアノは、まだ一般市民の手の届く
ような価格ではなく、ピアノを持つことができたのはごく限られた
一部の上流階級の家庭だけであった。このときの一般市民層のピア
ノへの憧れこそ、戦後のピアノの普及へ影響を及ぼすこととなる。
　日本のピアノ製造は太平洋戦争で、他の産業と同様大きな痛手を
受けた。敗戦後、メーカーはピアノの製造を再開する。この時期、
ピアノの学校用の需要が一巡するなかで、ピアノメーカー各社は次
なるターゲットを家庭向きに変えつつあり、競い合うように家庭向
けのモデルを発表していた。経営者からすれば、ピアノ需要を拡大
させながら競合メーカーとの競争に打ち勝つためには、｢低コスト
で高品質のものを、いかにして大量に作り上げるか｣ という道に進
むよりほかなかった。そこで、日本楽器はピアノ製造の ｢流れ作業｣
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化に取り組み、ベルトコンベアーによる楽器生産を世界で最初に確
立した。それを皮切りに、日本のピアノ製造は、マニュファクチュ
アから工場制の近代的な産業形態へと変貌を遂げていく。
　戦前の音楽教育は唱歌が大部分を占めていたが、戦後は新しい教
育理念が取り入れられ、音楽教育の分野は器楽、鑑賞、創作、理論
など音楽全般に拡げられることとなった。全国各地の学校にオルガ
ンだけでなく、ピアノが備えられるようになり、生徒一人ひとりが
ハーモニカやリコーダーを扱うようになった。それは、楽器業界に
とってはまたとないビジネスチャンスであり、この機会を逃すまい
と、メーカー各社は急ピッチで増産を進めていった。しかし、合奏
用に複数台の購入を見込めるオルガンや、入学してくる新入生がつ
ぎつぎと購入していったハーモニカなどと違い、ピアノの場合は 1
校に 1台備えられてしまうと、需要が一巡してしまう。このため、
昭和30年代に入ると、その売れ行きは頭打ちとなり、日本楽器はこ
の苦境を脱するために、新たな需要を自ら創出するという考えにた
どり着く。こうして、のちに国内ばかりか海外にまで普及した「ヤ
マハ音楽教室」がスタートした。
　高度成長の波に乗って人々が「消費」に喜びを見出すようになっ
たこの時代、ピアノは豊かさの象徴だった。大正から昭和初期の時
代は庶民にとって高嶺の花であったピアノだったが、この頃になっ
てようやく手が届くようになったのだ。各楽器メーカーは、伸び続
けるピアノ需要に応えるべく、大量生産の道を突き進んでいった。
　急激な成長を遂げたピアノの普及率であったが、1989年以降は、
飽和期に入り、それからはこれまでの急成長の反動もあってか、急
激に落ち込んでいく。もちろんそこにはさまざまな要因があり、そ
れらは複合的に絡み合い、負のスパイラルとなって昭和50年代後半
からピアノ業界を苦しめていったのである。
　ピアノがある程度日本中の家庭に行き渡ったこと。電子オルガン
エレクトーンにはじまった電子楽器の世界が、急速な広がりをとげ、
シンセサイザーに代表される安価で高性能な電子鍵盤楽器が普及し
たことで、レジャー楽器としてのピアノの地位が地盤沈下していっ
たこと。3つ目の要因は、わが国における少子化であった。これまで
｢子どもの情操教育｣ に頼る形で普及を進めていたピアノ業界にとっ
て、少子化はそのままパイが収縮することを示していた。
　各メーカーはこうした状況から抜け出すため、輸出に力を入れ始
める。国内販売が落ち込んだ分を輸出でカバーしようと考えたのだっ
た。しかし、中国産ピアノによる価格破壊などの影響により国産ピ
アノは行き場を失いつつあった。オイルショック後の不況も相まっ
て、ピアノ需要の減少に正比例するようにつぎつぎとピアノメーカー
が姿を消していったのだった。　
　現在においてもピアノの普及の背景には、教育が絡んでいる。し
かし、ピアノが富や豊かさの象徴であるという概念は、なくなって
しまったようである。ピアノほどさまざまな付加的なイメージを獲
得できたものはないであろう。富と社会的成功の象徴であるばかり
か、子女の教育や、しつけの道具となり、お客を楽しませるうって
つけの社交用具となり、スターとなって比類なく高い名声を得る手
段ともなった。
　ピアノは絶えず、社会の要求のなかで変化していった。ピアノは
人々の非常に現実的なニーズの端的な表れと見ることができる。ピ
アノは、その時々の様々な社会の変動を写し取る、鏡のようなもの
であった。今後全体としての販売台数はいままでとかわりなく減少
していくことが予測できるが、現代人のライフスタイルに柔軟に対
応できる電子ピアノの販売台の割合は、これからも拡大していくだ
ろう。電子ピアノはまさに、現代人のニーズにこたえるものであり、
これからのピアノの在り方として、重要な位置を占めるに違いない。
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